
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.６  令和５年６月１日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

  

 
 

 ５月８日（月）以降 これまで 

マスクの着用
について 

原則 マスクは不要 原則 マスクを着用 

家庭における
朝の健康観察
について 

健康観察を継続します。 健康観察，体温チェック 
⇒学校へ報告 

※4月からは不要にしています。 

本人が感染し
た場合 

発症翌日から５日間が経過し，かつ
症状軽快後１日を経過するまで出
席停止 

発症翌日から７日間が経過する
まで出席停止 

同居家族が感
染した場合 

自宅待機は不要 
 ⇒登校可能 

５日間の自宅待機 
 ⇒出席停止扱い 

倦怠感や風邪
の症状がある
場合 

病欠扱い 
※医療機関を受診し，コロナ陽性が判明
した場合は，その日から出席停止 

出席停止扱い 

感染不安によ
る休みの場合 

出席停止扱い 出席停止扱い 

【参考】インフルエンザの場合は，発症翌日から５日間が経過し，かつ解熱後２日を経過

するまで出席停止 
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 ５月８日（月）よりコロナ感染症の分類が５類に移行されました。それを受け、本校でも下記の通

り対応を変更することとしました。保護者の皆様には一度お知らせしておりますが、ご家族、そして

地域の皆様方と再度確認いただきたいと思います。 

 

 また、５月９日（火）の全校朝会にて、校長より今後のマスク着用をどうするのか話をしました。

基本的にはマスクを外し、ペアやグループでの活動（教科を問わず）・音楽の学習・給食時は換気を徹

底しマスク着用を検討していきます。その他、マスク着用の有無によって仲間を批判したり差別した

りしないことも指導しました。 

今後実施する授業参観や学校行事でも参観人数の制限を緩和し、より多くの皆様方に子供たちの様

子を見ていただきたいと考えています。「マスクを外し互いに表情を見合いながら心を通わせ『人間ら

しく』生活を送る」、そんなコロナ前の生活を１日も早く取り戻せることを願っています。 

マスク着用の有無を子供自身が決める マスクを外し、思い切り遊ぶ 



 

 

朝日町の宝「子供たちの命」を大人みんなで守る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

※上記の下校時刻は、学年によって異なりますことを予めご承知おきください。 

 毎日のように新聞報道で、事故や災害、不審者事案等で尊い

命が奪われているという情報が入ります。 

日々の教育活動で最優先させるものは、当然子供たちと教職

員の命を守ることで、避難訓練や不審者対応訓練等を意図的・

計画的に実施しています。その際、子供たちに、登下校途中や

帰宅後に出かけている最中に有事があった場合、速やかに近く

の家に駆け込み助けを求めるよう指導しています。 

朝日町の宝である子供たちの命を大人みんなで守っていくよ

うご理解とご協力をお願いいたします。 

ゴールデンウィーク前の生徒指導場面より 


